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ブログやFacebook には、

ガラスの作品も掲載しています。

是非ご覧くださいね。
http://blog.unit-interior.com

Unitガラス工房のリーダー。趣味はゴルフ。
ちょっと毒舌？だけど、それはすべて「親しみをこめて」のこと。
愛嬌たっぷり、ユーモアたっぷりで、みんなを元気にするパワフル
リーダー。

Unitガラス工房のHP担当。月刊ユニット新聞の編集長。
他にもサンドブラスト , フュージング , ステンドグラスのガラス
教室を担当しています。また、現在8歳の男の子の子育て中。
ドタバタな日々を送っています。ぜひ、アドバスがあれば…
ご指導ください。

Unitガラス工房のナンバー２。とってもキッチリしているので
ビシっと Unit チームをまとめてくれます。趣味は、なんと
メモ。いろんなことを記録するんです。ビックリ！あと，料理
がとっても得意なので、みんなの体調管理もしてくれています。

2022 年 8 月 31 日 （日）　ユニット新聞

作品作りについて

Unitガラス工房の工房長。羊毛フェルト教室とサンドブラスト
のガラス教室を担当しています。手先がすごく器用なので、大
工仕事も得意です♩いつも工房では作業着ですが、私服はとっ
てもオシャレ☆

明日から 9月ですね。
夏休み中のレッスンは、息子も同席してご迷惑をおかけしました。ありがとうござ
いました。
明日からの教室は、通常通り行なっていきます。9月の前半は結構予約で埋まって
おりますので、なるべく早めにご予約くださいね。

夏休み中は、毎日夕方、近くの大高緑地公園に通っていました。運動不足になると
思い、雨でない限り毎日、サッカー・バトミントン・バレーボール・キャッチボー
ル・フリスビーと遊んでいました。夕方の 2時間くらいやっただけで、二人して汗
びっしょり。先月から家でゆる～く始めている、フィットネスのおかげで、汗をあ
まりかけない体質の私の子どもと同じくらい汗びっしょりになれて、びっくりです。
ゆるフィットネスだから、目に見える効果がまだなくて、効いているのかな～なん
て思っていましたが、少しは代謝がよくなったのかな～と今回感じて、やる気アッ
プしました♪ちょっとした小さな変化でもあると、頑張れますね。

スタッフコラム

毎朝 5時起床。日の出の時刻が夏至の頃と比較して１時間くらい遅くなり「今
日は天気が悪いのかな？」と錯覚してしまう程の薄暗さで季節の変化を感じて
いる今日この頃。まだまだ日中は３０℃超えの蒸し暑さの日々が続く中、この
老体にどうやって鞭打つべきか…等と弱気になっていると、80 歳でエベレスト
登攀を成した登山家の三浦雄一郎さんが、89 歳の現在も病と闘いながら、富士
山登頂を目標に努力されていることを知り驚愕。人生は山登りに例えられること
が多いけれど、できれば険しくない道をと願いながら生きてきた私にとって、
山頂からの眺めを楽しむゆとり等、到底ない。振り返ってみれば、いつも病との
闘いで、家族には心配と迷惑ばかりを掛けてきた。そんな中最近の楽しみの１つ
は『スポーツニュース』を見ること。試合観戦するゆとりは無いけれど、暗い
ニュースや不満を感じる社会や政治を払拭して、短時間にも関わらず選手の活
躍に元気を貰え有難い。私も、健康の為に
ウォーキングくらいはした方が良いと分かっていても、家の中を右往左往する
のが関の山で…トホホ。日没時間も早くなり色々な意味で本当に、「焦るわ～」
と。皆様も『健康第一』くれぐれも、ご留意下さいませ！

だらしのない性分のせいで、お気に入りの文房具もいつのまにか紛失してしまう事も多いの
ですが、高価でもないのになぜか長年使い続けている物って有りますよね。それがこのカッタ
ー「NTカッター /A300」です。初めて勤めた会社から支給されたものなので、もうすぐ 30
年選手になります。一緒に支給された三角スケールや電卓、先が平たいピンセットなどは紛
失したり壊れたりしたのにこの A300 はなぜか買い
替えもせず使い続けています。左利きでも使いや
すくオートロック機構にマイナーチェンジした、
A300R や、ボディがアルミの A300GR も購入した
んですがもう手元にありません。写真奥側に写っ
ているオルファのカッターは黄色のボディで角張
った形が多いのですが A300 はアイボリーで見た
目も好みです。握った感じもしっくりきます。
まだまだ誉めポイントはあるのですがこの辺で終わりにしておきます。

もう今日で 8月も最終日だというのに、毎日暑いですね。
9月もまだまだ残暑が続くそうですが、だんだん 9月 10 月と秋から冬に向かうにつれて、
暖かな光がホットする季節になります。
これからの季節に向けて、ランプ製品を強化していこう
と思っています。その第１弾として、今回ハロウィン
ハウスを作りました。着脱可能＆電池式（電池は交換可能）
のライトを入れたハロウィンハウスです。
季節を感じるお家のインテリアにいかがでしょうか？

先月の新聞で書いた「作品作りについて」の続きです。先月はイラストだけでしたが、ハロウィン新作、完成しました☆
最初のラフなイラストイラストとは、変わってしまったのですが、ハロウィンハウスになりました。
というのも、作品作りの中ではよくあることなのですが…
　①最初にイメージをラフなイラストにします。
　②イラストを元に、厚紙で形を作ってみます。
　③気に入れば、そのまま型紙を作り、制作に入っていきます。
でも、今回は、イラストを元に厚紙で形を作ったときに、思っていたよりもなんだかゴツくて、なんとなくピン！と来ない
感じだったんです。そこでプラン変更。またまた、別の形を厚紙で作ってみて、今回のハロウィンハウスになりました。

「何を参考に作品作りしていいか分からない」「本を探しても見つからない」と
いうご質問をよくいただきます。私は何でもいいと思うんです。イラストでも
いいし、雑貨屋さんで見つけたお気に入りのものでもいいし、本でもステンド
グラスやフュージングの本ではなく、他のハンドメイドの本でもいいし、
もっと言えば、全然違う雑誌でもいいと思うんです。とにかく何でも色々見る
のがいいと思います☆
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< 最初に書いた新作イメージ > <今回作ったハロウィンハウス >

着脱可能なラン
プも取り付けられるようにしました。


